
〒100-8962 
千代田区永田町２丁目１－１参議院議員会館 815 号室  
℡（03）6550-0815  ＦＡＸ（03）6551-0815 
Email：souhei_nihi01@sangiin.go.jp 

 

安倍政権退陣へ 手をつなぎ声をあげよう 

 【ご
あ
い
さ
つ
】 

 

昨
夏
の
参
院
選
で
再
び
国
会
へ
送
っ
て
い
た
だ
い
て
一
年
。
秘
密
保
護
法

強
行
、
在
日
米
軍
基
地
の
再
編
強
化
、
解
釈
改
憲
の
閣
議
決
定
へ
と
暴
走
を

続
け
る
安
倍
政
権
と
一
歩
も
引
か
ず
闘
っ
て
き
ま
し
た
。 

解
釈
改
憲
・集
団
的
自
衛
権
許
す
な
！ 

七
月
一
日
、
安
倍
政
権
が
解
釈
改
憲
の
閣
議
決
定
を
強
行
し
た
総
理
官
邸

は
、
機
動
隊
や
公
安
警
察
が
車
両
十
数
台
で
包
囲
す
る
異
様
な
厳
戒
態
勢
を

も
の
と
も
せ
ず
、
憤
然
た
る
怒
り
の
人
波
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
一
〇
代
二

〇
代
の
青
年
た
ち
が
「
絶
対
に
私
は
戦
争
に
行
か
な
い
。
大
切
な
人
を
戦
争

に
行
か
せ
な
い
。
同
世
代
を
戦
場
に
送
る
よ
う
な
政
治
は
許
さ
な
い
」
と

次
々
マ
イ
ク
を
握
り
、
子
育
て
世
代
が
「
一
人
で
も
参
加
者
が
増
え
る
こ
と

で
抗
議
の
声
が
政
治
に
届
け
ば
」
と
初
め
て
の
デ
モ
に
加
わ
り
ま
す
。 

圧
倒
的
多
数
の
主
権
者
国
民
の
意
思
を
踏
み
に
じ
り
、
自
ら
の
憲
法
擁
護

尊
重
義
務
を
投
げ
捨
て
た
わ
ず
か
な
与
党
幹
部
の
密
室
協
議
と
一
片
の
閣

議
決
定
で
、
憲
法
が
変
え
ら
れ
る
筈
が
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
暴
走
す
る
政
治
が
福
祉
や
雇
用
だ
け
は
大
切
に
す

る
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。 

手
を
つ
な
ぎ
、
声
を
上
げ
、
安
倍
政
権
退
陣
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。 

 

参
議
院
議
員 

仁
比
聡
平 

 
オ
ス
プ
レ
イ
の
全
国
配
備
を
、
政

府
は
「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」
だ
と
、

Ｋ
Ｃ
１
３
０
空
中
給
油
機
の
岩
国
移

転
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
仁
比
議
員
は
、｢

訓
練
自
体
は
変

わ
ら
ず
沖
縄
で
行
わ
れ
る｣

｢

な
ん
の

軽
減
に
も
な
っ
て
い
な
い｣

と
厳
し

く
批
判
。
沖
縄
県
民
も
、｢
本
籍
だ
け

岩
国
に
移
し
、
現
住
所
は
沖
縄
の
ま

ま
長
期
滞
在
す
る
の
が
実
態
だ｣

と
。 

（
２
／
６
予
算
委
） 

専
門
家
か
ら
の
水
蒸
気
爆
発
の
可

能
性
の
示
唆
、
不
十
分
な
避
難
計
画

を
指
摘
し
、「
再
稼
働
な
ど
あ
り
え
な

い
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

（
３
／
２
８
本
会
議
） 

本会議 代表質問 （３/２８） 

秘
密
国
会
法
は
秘
密
保
護
法

を
前
提
に
国
会
や
国
会
議
員
が

自
ら
「
猿
ぐ
つ
わ
」
を
か
む
仕
組

み
で
す
。 

仁
比
議
員
は
、
秘
密
を
漏
ら
し

た
と
さ
れ
た
国
会
議
員
の
除
名

が
、
「
ど
の
問
題
」
の
「
何
に
つ

い
て
」
「
ど
の
よ
う
な
中
身
」
を

漏
ら
し
た
の
か
を
詳
し
く
知
る

こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
恣
意
的

な
報
告
を
鵜
呑
み
に
し
て
判
断

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
「
議
会
政
治
の
破
壊

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
重
大
性

を
分
か
っ
て
答
弁
し
て
い
る
の

か
」
と
の
厳
し
い
追
及
に
ま
と
も

な
答
弁
が
で
き
ず
、
審
議
は
度
々

中
断
。 

こ
の
ま
ま
施
行
な
ど
で
き
ま

せ
ん
。 

（
６
／
２
０
議
運
委
） 

 

岡
山
県
津
山
市
上
空
で
の
米
軍
機

の
爆
音
轟
く
低
空
飛
行
が
２
０
１
１

年
３
月
、
井
口
貞
信
さ
ん
宅
の
土
蔵

を
倒
壊
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
軍
は
証
拠
も
示
す
こ
と
な
く
因
果

関
係
も
認
め
ず
補
償
を
拒
否
し
て
い

ま
す
。
仁
比
議
員
は
予
算
委
員
会
、

防
衛
省
交
渉
で
繰
り
返
し
原
因
究
明

と
補
償
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 
 

（
２
／
６
予
算
委
） 

日本共産党 

参議院議員・弁護士 

２０１４年 夏号 

｢国会職員にも適性評価を行うというのか｣―秘密国会

法審議での仁比議員の質問に、国会職員からも｢恐ろしい｣

という声があがっています。 

国会職員も怖がる適性評価 
飲酒の節度を調べに居酒屋まで尾行する、病院には患者

情報を提供させるなど、プライバシー侵害を強要します。

改めて適性評価の恐ろしさが衝撃を与えています。 

集
団
的
自
衛
権
、
秘
密
法
、
米
軍
基
地 

「戦
争
す
る
国
」づ
く
り
を
許
さ
な
い 

秘密法廃止法案を提出（６／１６） 

沖
縄
の
負
担
軽
減
に
な
ら
な
い 

米
軍
機
被
害
の
補
償
を 

川
内
原
発
の
再
稼
働
を
許
す
な 

秘
密
法
は
議
会
政
治
の
破
壊 

【２０１４年 第１８６回通常国会】 
質問：31回、討論・意見表明：13回 

質問主意書：1回 
 

本会議 消費税増税、派遣法改悪、原発再稼働、有明再生、辺野古

移設などで、安倍首相をただす（2012 年度決算代表質問）。

改憲手続き法、秘密会設置法、反対討論 2 回。 

議運委員会（質問 3 回）国会への秘密会設置法案、原子力規制委員

人事の反対討論・意見表明など 5 回。 

予算委員会（質問 2 回）沖縄・岩国の米軍基地再編、集団的自衛権、

土蔵崩壊問題。 

法務委員会（質問 19 回）司法修習生の給費制復活、選択的夫婦別

姓、外国人技能実習生問題、裁判所定員法、会社法、少年

法、少年院法、戸籍窓口業務の民間委託問題、袴田事件、

盗聴法対象拡大問題、水俣病加害企業チッソ優遇批判、昭

和ゴム事件、悪質ファンド規制、司法試験法、入管法、児童

ポルノ禁止法など。反対討論 4 回。 

憲法審査会（質問 4 回）改憲手続き法の改定について、意見表明・討

論 2 回。 

決算委員会（質問 1 回）諫早干拓事業の早期の問題解決を求める。 

災害特別委（質問 1 回）山陰豪雨被害の速やかな復旧求める。 

昨年の 185 臨時国会では、質問 15 回、討論・意見表明 8

回 で、秘密保護法、桜島降灰対策、自動車運転死傷行為

処罰法、民法など。 

議運委で秘密会設置を批判（6/20） 

通常国会開会日、秘密法反対の人間の鎖で国会
は包囲されました（1/24） 

二
〇
一
三
年
夏
に
山
陰
地
方

を
襲
っ
た
豪
雨
被
害
。
仁
比
議
員

は
た
だ
ち
に
現
地
調
査
を
行
い
、

公
共
工
事
の
測
量
や
査
定
が
滞

り
復
旧
が
す
す
ま
な
い
状
況
を

質
問
や
交
渉
で
と
り
あ
げ
、
査
定

前
工
事
着
工
な
ど
の
迅
速
な
対

応
を
政
府
に
求
め
ま
し
た
。
通
常

国
会
で
も
復
旧
の
遅
れ
を
指
摘
、

田
の
作
付
け
と
出
水
期
に
間
に

合
う
よ
う
、
住
民
の
自
力
復
旧
へ

の
支
援
な
ど
を
求
め
、
調
査
も
行

い
ま
し
た
。（
１
０
／
９
、
３
／
１

６
災
害
特
委
） 

山
陰
豪
雨
災
害
迅
速
な
復
旧
を 

島根・津和野調査     （13/8/22） 



て
い
な
い
。
Ａ
Ｐ
Ｆ
は
、
還
流
し

た
資
金
の
内
容
や
返
還
を
問
い

質
す
労
働
組
合
に
対
し
、
不
当
処 

分
、
組
合
員
脱
退
工
作
な 

ど
不
当
労
働
行
為
を
重
ね
、 

労
働
組
合
の
排
除
・
弱
体 

化
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ 

は
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。 

 

昨
年
、
右
腕
切
断
と
い 

う
重
大
な
労
災
事
故
を
起 

こ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

職
場
の
安
全
を
無
視
し 

た
全
面
的
な
機
構
改
革 

と
人
事
異
動
を
ま
た
も 

や
強
行
し
て
き
た
の
は
、 

つ
い
最
近
の
攻
撃
で
あ
る
。 

本
業
の
ゴ
ム
製
造
は
全 

く
か
え
り
み
ず
、
必
要
な 

設
備
の
リ
プ
レ
ー
ス
も
せ 

ず
、
自
ら
の
責
任
を
棚
上
げ
し
て

「
赤
字
」
を
理
由
に
、
今
年
の
夏

の
賞
与
は
と
う
と
う
ゼ
ロ
を
押

生
活
・
民
主
主
義
を
守
る 

 

     

ゴ
ム
製
造
企
業
で
あ
る
昭
和

ゴ
ム
株
式
会
社
（
東
証
２
部
上

場
）
は
経
営
難
で
あ
っ
た
０
８
年

６
月
、
悪
徳
フ
ァ
ン
ド
「
Ａ
Ｐ
Ｆ
」

に
三
五
％
強
の
株
式
を
握
ら
れ
、

筆
頭
株
主
、
経
営
を
掌
握
さ
れ

た
。
Ａ
Ｐ
Ｆ
は
、
わ
ず
か
１
ヶ
月

後
に
は
昭
和
ゴ
ム
の
十
一
億
円

の
資
金
を
Ａ
Ｐ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
に

環
流
、
そ
の
後
も
次
々
と
資
金
を

持
ち
出
し
、
増
資
額
を
上
回
る
二

七
億
円
も
の
資
金
を
Ａ
Ｐ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
に
環
流
し
た
。 

 

こ
の
二
七
億
円
は
昭
和
ゴ
ム
の

今
後
の
事
業
継
続
、
労
働
者
の
雇

用
や
労
働
条
件
等
の
推
移
に
決 

定
的
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で 

     

あ
り
、
昭
和
ゴ
ム
労
働
組
合
は
持 

ち
出
し
た
資
金
の
返
還
を
求
め
、

金
融
庁
な
ど
へ
要
請
を
繰
り
返

す
な
ど
、
職
場
の
内
外
で
闘
い
を

展
開
し
て
き
た
。 

 

Ａ
Ｐ
Ｆ
は
、
は
じ
め
か
ら
労
働

組
合
を
嫌
悪
し
、
実
質
的
に
団
交

権
を
奪
う
会
社
分
割
を
強
行
し

た
。
昭
和
ゴ
ム
の
残
余
資
金
や
土

地
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
財
産
は
持

株
会
社
「
昭
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
」
が
継
承
し
、
こ
れ
ま
で
の
昭

和
ゴ
ム
は
三
分
割
さ
れ
て
子
会

社
化
さ
れ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｆ
経
営
者
・

昭
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
は

「
組
合
員
が
い
な
い
」
こ
と
を
理

由
に
未
だ
に
団
体
交
渉
に
応
じ

し
つ
け
て
き
た
。 

昭
和
ゴ
ム
は
現
在
も
悪
徳
フ

ァ
ン
ド
Ａ
Ｐ
Ｆ
に
牛
耳
ら
れ
、
事 

                

業
の
継
続
、
労
働
者
の
雇
用
も
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
大
門
議

員
や
仁
比
議
員
が
Ａ
Ｐ
Ｆ
の
悪

行
を
国
会
の
場
で
取
り
上
げ
る

な
ど
、
Ａ
Ｐ
Ｆ
の
包
囲
網
は
確

実
に
強
ま
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
大
き
な
世
論
の
支
援
が
必
要

だ
。 悪

徳
フ
ァ
ン
ド
の
企
業
支
配

は
昭
和
ゴ
ム
事
件
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
わ
が
国
会
社
法
の
規
制

は
欧
米
に
比
較
し
て
極
め
て
緩

く
、
フ
ァ
ン
ド
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
や
す
い
の
だ
。 

Ａ
Ｐ
Ｆ
の
よ
う
な
悪
徳
フ
ァ

ン
ド
を
法
的
に
厳
し
く
規
制
す

る
た
め
、
労
働
法
だ
け
で
は
な

く
、
労
働
者
保
護
の
観
点
に
た

っ
た
会
社
法
や
金
融
商
品
取
引

法
の
規
制
強
化
が
強
く
望
ま
れ

る
。
そ
の
た
め
の
運
動
を
社
会

的
に
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

愛
知
県
で
は
全
国
一
多
く
の

外
国
人
実
習
生
が
働
い
て
い
ま

す
。
ト
ヨ
タ
の
下
請
単
価
引
き
下

げ
に
苦
し
む
中
小
企
業
が
外
国

人
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら

で
す
。 

０
８
年
当
時
、
悪
質
な

受
入
団
体
が
こ
こ
に
つ
け
込
ん

で
ぼ
ろ
儲
け
を
し
、
愛
労
連
に
は

毎
週
の
よ 

う
に
外
国 

人
の
相
談 

が
舞
い
込 

み
ま
し
た
。 

仁
比
さ 

ん
は
事
件
を
国
会
で
取
り
上
げ
、

入
管
法
改
正
に
も
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

外
国
人
実
習
制
度
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ

や
米
国
政
府
か
ら
「
奴
隷
労
働
」

と
指
摘
さ
れ
、
日
弁
連
も
廃
止
を

求
め
る
な
ど
、
な
お
多
く
の
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
企
業
の

「
監
理
」
に
責
任
を
も
つ
受
入

「
団
体
」
へ
の
監
督
機
関
が
な
い

に
等
し
く
、
「
団
体
」
が
関
与
す

る
不
正
や
強
制
帰
国
な
ど
は
表

面
化
し
ま
せ
ん
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
に

対
す
る
罰
則
が
な
い
こ
と
も
不

正
の
告
発
を
困
難
に
し
て
い
ま

す
。 

      

い
ま
安
倍
政
権
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
口
実
に
し
た
建
設
業
へ

の
事
実
上
の
実
習
制
度
延
長
を

進
め
、
さ
ら
に
は
実
習
制
度
の
職

種
・
期
間
拡
大
、
外
国
人
〝
メ
イ

ド
特
区
〟
な
ど
も
準
備
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
安
易
な
拡
大
は

問
題
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。 

 

問
題
山
積
の
実
習
生
制
度

以
外
に
も
、
日
本
語
の
十
分
で

な
い
外
国
人
が
日
本
で
働
く

た
め
に
は
、
悪
質
な
ブ
ロ
ー
カ

ー
も
少
な
く
な
い
派
遣
会
社

や
職
業
紹
介
会
社
な
ど
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

二
重
契
約
や
違
法
な
紹
介

手
数
料
を
と
ら
れ
た
と
い
う

相
談
も
き
て
い
ま
す
。
名
古
屋

の
外
国
人
派
遣
会
社
を
告
発

し
た
ら
、
な
ぜ
か
東
北
に
い
る

と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

外
国
人
労
働
者
の
人
権
を

守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
日
本
人

労
働
者
の
権
利
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
世
界
の
人
々
の
友
好

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
仁
比
さ
ん
に
、
ま
す
ま
す

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。 

愛
労
連
（愛
知
県
労
働
組
合
総
連
合
） 

議 

長 
 

榑 

松 

佐 

一 

 論壇 

視  点 

仁比議員に要請する昭和ゴム労組（6/17） 

＊国会質問でお世話になった労組の方々に寄稿して頂きました。 

有
明
海
の
深
刻
な
漁
業
被
害
と

諫
早
湾
干
拓
事
業
の
因
果
関
係
を

認
め
、
福
岡
高
裁
が
開
門
を
命
じ

て
３
年
半
。「
国
は
相
反
す
る
義
務

の
板
挟
み
と
い
う
が
、
解
決
す
る

責
任
は
国
に
あ
る
。
調
整
池
に
頼

ら
な
い
利
水
、
防
災
対
策
を｣

 

仁
比
議
員
の
質
問
に
、
関
係
大

臣
も｢

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い｣

「
相
談
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い

く｣

と
答
え
ま
し
た
。 

（
５
／
２
８
決
算
委
） 

市
町
村
が
担
う
戸
籍
窓
口
業
務

な
ど
の
行
政
の
民
営
化
は
「
五
〇

兆
円
市
場
」
と
目
さ
れ
、
政
府
は

「
判
断
の
要
ら
な
い
業
務
」
と
し

て
民
間
業
者
に
「
開
放
」
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
仁
比
議
員
は
、

自
治
体
職
員
の
長
年
培
っ
た
力
量

が
偽
装
縁
組
な
ど
の
違
法
事
例
を

排
除
し
て
き
た
実
績
を
紹
介
。
法

務
省
も
窓
口
が
判
断
業
務
を
行
っ

加
害
企
業
チ
ッ
ソ
だ
け
を
優
遇

し
、
株
式
譲
渡
の
際
の
特
別
決
議

を
適
用
除
外
に
す
る
会
社
法
改
定

案
は
、
責
任
逃
れ
に
手
を
貸
す
も

の
と
追
及
。
水
俣
病
不
知
火
患
者

会
・
大
石
利
生
会
長
の
参
考
人
招

致
が
実
現
。
年
齢
や
地
域
に
よ
る

線
引
き
で
患
者
が
切
り
捨
て
ら

れ
、
対
象
地
域
外
に
も
新
た
な
被

害
者
広
が
っ
て
い
る
実
態
の
告
発

は
、
全
国
紙
の
社
説
「
水
俣
病
は

未
解
決
な
の
に
」
に
も
。 

（
５
／
１
３
、
６
／
１
９
法
務
委
） 

 

４
８
年
ぶ
り
に
再
審
開
始
が
決

定
し
た
袴
田
事
件
で
は
、
警
察
が

証
拠
ね
つ
造
や
証
拠
隠
し
ま
で
行

い
ま
し
た
。
仁
比
議
員
は
、
拘
禁

症
状
が
現
れ
た
袴
田
さ
ん
に
医
療

刑
務
所
で
の
医
療
措
置
さ
え
受
け

さ
せ
な
か
っ
た
当
局
を
批
判
し
、

捜
査
全
体
の
徹
底
検
証
を
第
三
者

機
関
を
設
置
し
て
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。 

司
法
試
験
に
合
格
し
た
司
法
修

習
生
は
、
研
修
や
実
習
に
専
念
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
２
０
１
１

年
１
１
月
、
給
与
と
し
て
支
払
う

給
費
制
に
代
わ
り
、
借
金
を
貸
し

付
け
る
貸
与
制
が
始
ま
り
、
法
曹

の
あ
り
様
を
歪
め
て
い
ま
す
。 

大
学
と
法
科
大
学
院
の
奨
学
金
を

合
わ
せ
て
、
合
計
一
千
万
の
借
金

を
抱
え
る
弁
護
士
が
増
え
、
弁
護

士
の
道
を
諦
め
る
若
者
も
。 

給
費
制
の
復
活
は
急
務
で
す
。 

（
３
／
１
３
法
務
委
） 

え
ん
罪
の
温
床
で
あ
る
取
調
べ

の
全
過
程
の
可
視
化
を
い
っ
か
ん

し
て
要
求
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

警
察
は
可
視
化
を
ご
く
一
部
（
全

事
件
の
３
％
）
に
と
ど
め
る
一
方
、

電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま
で
盗

聴
し
な
が
ら
、
組
織
犯
罪
に
限
定

し
て
い
た
盗
聴
を
殺
傷
犯
、
窃
盗
、

詐
欺
等
々
幅
広
く
拡
大
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
重
大
で
す
。（
４
／
２

４
、
６
／
１
７
法
務
委
） 

ホームページ にひ そうへい 検索 

http://nihi.nihinet.info/ 

インターネット中継番組『にひっとトーク』もご覧ください 

       http://www.ustream.tv/channel/nihi-souhei 

て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
東

京
労
働
局
は
「
偽
装
請
負
」
と
是

正
指
導
。
戸
籍
事
務
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
民
間
業
者
へ
の
明
け
渡
し

は
危
険
で
あ
り
、
自
治
体
が
担
う

べ
き
業
務
で
す
。 

（
４
／
１
７
、
５
／
２
２
法
務
委
） 

給
費
制
の
復
活
を
！ 

袴
田
事
件 

え
ん
罪
の
検
証
を 

盗
聴
法
拡
大
は
断
固
反
対 

 
よ
み
が
え
れ
！
有
明 

赤
嶺
議
員
と 

色
落
ち
ノ
リ
調
査
（
２
／
２
２
） 

足立区戸籍窓口調査（５／９） 

水俣病患者会との懇談（３／７＝熊本） 

国会内集会（４／15） 

国会内集会（13/10/8） 


